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１．はじめに 

一般に、先進国になるほど食品の安全に関

する意識は高くなりますが、今日のわが国、

食品市場は世界の中でもっとも高い安全意識

を持った市場になっています。国内で消費さ

れる食品には、薬物、微生物等の目に見えな

い異物、金属片、鉱物、昆虫、動物毛など目

に見える異物のいずれも混入することが許さ

れない状況になっており、異物混入が商品回

収の原因となることもあります。 
なかでも、固形異物は、消費者が五感でそ

の存在を確認できるため、食品に関する苦情

の上位を占め続けています。 
食品企業は異物混入防止の対策を何重にも

講じてきましたが、これと並行して、固形異

物を検知する設備の高度化に取り組んでいま

す。現在、主流の金属探知機やＸ線検査装置

では検知できないプラスチック、昆虫等小動

物、毛髪や動物毛、木片や骨片などの検知を

目指して種々の技術の研究が進んでいます。 
２．未利用光（近赤外光、テラヘルツ光） 
Ｘ線は通常の可視光線よりも波長の短い電

磁波ですが、近赤外光は可視光線よりも長い

波長を持った光で、テラヘルツ光は更に長い

波長の目には見えない光です。波長が長いた

め、可視光線よりも食品内部に深く到達する

ことと、物質の組成に関する情報が得られる

ため、対象物の形と材質の検知が同時に出来

ると期待されています。 

 
３．高感度磁気 

携帯電話で方角が表示できるようになりま 
したが、これは小型の磁気センサーが開発さ

れたことによるものです。最近では、非常に 
 
 
 

感度の優れた磁気センサーの開発実用化が進

んでいます。高感度の磁気センサーを用いて、

現在のＸ線検査で検知できない食品中の微少

サイズの金属や低磁性金属を安全に検知でき

るよう研究が進められています。 

 
４．超音波 

超音波は人間の可聴範囲を超えた高い周波

数の音波で超音波洗浄機、超音波カッター、

魚群探知機など幅広く使われています。潜水

艦のソナーにも使用されていることからわか

るように、水中で遠くまで届く特性があり、

食品中の相当深いところまで検知することが

できます。また、人体の骨や体内結石、胎児

の診断などにも使用されているように、超音

波は固いものほどはっきり反射する性質があ

るため、対象物の形だけでなく、堅さに関す

る情報が得られので、食品中においてもガラ

ス片、石、骨など固い異物からプラスチック

片まで種々の堅さのものの検知が期待されて

います。 

 
愛知県では有害物質や微生物の検出などの

技術も相互に組み合わせ、先進国にふさわし

い食品検査技術の実用化に向けて大学・企業

からなる大規模な体制で研究を進めています。 
当センターでは、この知の拠点重点研究プ

ロジェクトに参加し、２０２５年までに食品

中の固形異物検知サイズ２５０ミクロンを目

指す技術実用化の一翼を担っています。 
 

フラックスゲート磁束計 

磁束密度(T)10-12   10-9   10-6   10-3   1   103

SQUID磁束計

ホール素子 各種磁気センサの感度 

MI磁気センサ 

周波数(Hz) 1  10  102  103  104  105  106  107 

低周波
～20Hz
 

可聴周波 
20Hz～20kHz 

超音波20kHz～ 

超音波洗浄機 

超音波診断装置 

魚群探知機 

各周波数における用途 

食品中の固形異物検出技術の動向 
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